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今回の社会見学では児童集会で出された「動物とふれあいたい！」という

意見を参考に、盛岡市にあるネコカフェ『保護ねこカフェもりねこ』に伺いまし

た。参加したのは児童２名とスタッフ２名。到着時は満員で２０分待ちの状態で

したが、児童からは「それくらい待つに決まってる！」と情熱が感じられました。 

ネコとのふれあい部屋に入ってからも、ネコ以上に人口密度が高く、なかな

かふれあいが出来ませんでしたが、３０分ほどして混雑のピークが過ぎると、

児童たちはそれぞれにお気に入りのネコを見つけてふれあいを楽しみました。

６０分の制限時間はアッという間に過ぎ、名残惜しそうな２人。でも、帰りの車

中での満足そうな顔を見ていて、「♡モフモフは正義♡」と心から思いました♪ 

Ｈ・Ｅさん 【２０１９年２月退居】 
（※現在､福島で東⽇本⼤震災の復興関連の仕事をしているＨ・Ｅさんからメッセージを頂きました｡） 
｢東北の力になりたい｣  

３．１１ あの日、私は小学生でした｡ 

 ステップに入所する前は､学校でいじめられ不登校になり､人との繋がりを嫌い心を閉ざしていました｡ 

私は今、小学生の時夢に思っていた、復興の力になりたいという夢が叶い毎日やりがいのある仕事をしています。 

たくさんの苦しいことがありましたが、ステップの職員や利用者との思い出が今の私の糧になっています。 

退所した今でも、ステップは大切な場所です。ステップを退所してから、心に決めたことがあります。 

朝一番にすれ違った人に笑顔で挨拶をする｡ 1日1度は太陽や自然を目にする｡ ありがとうの気持ちを大切にする｡ 

小さなことだけれど、そんな自分を見て、声をかけてくださる人が居るのですから。 

自立援助ホーム「ステップ」は、この３月で１０年目に入ります。開所まもなく東日本大震災が発生したことも忘れられませ

ん｡それから多くの皆様の全面的な協力のもとで運営を続けてくることが出来ました｡この場をお借りして感謝申し上げます｡ 

立ち上げた当時とは、制度も入居してくる子どもたちも大きく変化しました。その一つが就学者自立生活援助事業・社会

的養護自立生活援助事業です。条件が揃えば２２歳の年度末まで入居継続が可能になりました。とはいえ、入居してくる子

どもたちの年齢は次第に低くなり、養護施設ではなく在宅や入院先からの入居が増えています。２年前に高校生が入居し

てきた際は「最後の砦」「セーフティネット」という役割を強く意識せざるを得ませんでした。縁あって出会った子どもたちにと

って「安心できる場」でありたいと願うばかりです。 

「ステップ」は現在も岩手県内唯一の事業所ですが、まだまだ認知度は低いと感じています。必要としている子どもたちに

利用してもらえるよう周りの大人たちに知ってもらう努力も続けていきます。今後ともよろしくお願いします。 

日頃から当事業所の運営にご協力いただきありがとうございます。ステップは、令和２年３月で１０年目に突入しました。 

１０年ひと昔といいますが、まさにここまで運営できたのも関係する皆様方のご協力があってのことと感謝申し上げます。 

現在５名の児童が全日、通信、定時制高校に通学しています。そして４名が生活保護を受けています｡生活保護を受けな

がらアルバイトをしっかりし自動車運転免許費用を貯蓄できた児童、携帯ゲームに熱中する児童、進学を希望しこれからア

ルバイトを始めようとしている児童様々です。課題もそれぞれ違いますが、将来の生活に希望が持てるよう児童個々の意向

を尊重しながら支援していければと思っています。今後もご支援の程宜しくお願いします。             （高橋副所長） 

２０２０年３月１日 第１７号発行 
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Ｓさん～ ３月で高校卒業の予定ですが、現在

もまだ、卒業後の生活が見えません。

実家の家族を支えたいと話すものの、

美容師への夢も捨てたくないとの事… 

Ｙくん～ 第１志望の企業への就職が内定し、

現在自動車学校に通っているＹくん。ア

パートの仮契約も終わりました。卒業

式が終わったら自立退居の予定です。 

Ｎさん～ 寒さにも負けず毎日高校へ通学して

います。ステップ備え付けの机では勉

強が捗らないと、一念発起して勉強机

を購入。学年末の成績が楽しみです♪ 

Ｒさん～ ９月１２日に入居しました。高校を辞

めて働くと話していたＲさん、スタッフと

の面談で通信制高校への転学を決意!

１月から順調に勉強を始めています。 

Ｈくん～ １１月２８日に入居しました。以前のア

ルバイト経験を生かし、年明けからコン

ビニでアルバイトを始めたＨくん。残念

ながら１ヶ月で辞めることになりました｡ 

Ａくん～ 学校の長期休みに入居するＡくん。今

回は秋休みと冬休みに入居しました。

新しく入った部活でやりがいを見出し、

学校生活を楽しんでいる様子です。 

定番記事に出来たらうれしいなぁ、と思っている

「ＯＢ・ＯＧの声」に、今号もメッセージをいただくこと

ができました！ 

メッセ―ジ中にも書かれていますが、様々な人

間関係の苦しさを抱えていたＨ･Ｅさんは、それでも

前へ進もうという意気込みの持ち主でした。自身の

苦しかった思いを乗り越えて、東北の力になりたい

という夢を叶えたＨ･Ｅさん。これからもたくさんの夢

を叶えていってほしいです。          （岩井） 

この冬は全国的に暖冬のよう

ですが、昨年末、盛岡ではまれ

に見る大雪が降りました。悲し

いことにその日の勤務はスタッ

フ１人だけ…（涙）。意を決して

雪かきに出動しました。 

除けても除けても雪は止むこ

となく降ってきます。 

しばらくして男児の１人が、「見てらんないから手伝うよ」と

言って、慣れない手つきで雪かきを手伝ってくれたのです。

すると別の男児も「面白そうなことやってるね」と、雪かきに

加わってくれました。おかげで雪かきは 

スピーディーに終了できました。 

面倒くさいことにも自ら進んで

取り組む姿勢がうれしかった、

日常のひとコマでした。 

まあ、最後はお約束の雪合

戦となりましたが。（笑） 

 ９月 ２日 Ｒさん体験入居⑤（～５日） 
 ９月 ６日 Ｒさん体験入居⑥（～１１日） 
 ９月１０日 青森県児童養護施設協議会視察 
 ９月１２日 Ｒさん入居 
        北関東･東北地区自立援助ﾎｰﾑ連絡協議会及び研修会（秋田） 
 ９月１３日 スタッフ会議 
 ９月１５日 社会見学 
 ９月１８日 Ａくん一時保護委託 
        児童福祉施設協議会専門委員会及び職員研修 
 ９月２１日 防災訓練（水害想定） 
 ９月２５日 Ａくん一時保護委託解除 
１０月 ８日 全国自立援助ホーム協議会横浜大会（～９日） 
１０月１０日 児童福祉施設協議会臨時専門委員会 
１０月２０日 お昼ご飯を一緒に作って食べよう会 
１０月２１日 スタッフ会議 
１０月２４日 Ｒさん入院 
１０月２９日 児童福祉施設協議会専門委員会 
        及び児童福祉のしごと出前講座 
１１月１２日 実習生受け入れ 
１１月１５日 児童福祉施設協議会施設間交流研修会 
        Ｈくん入居見学、Ｒさん支援会議 
１１月１８日 スタッフ会議 
１１月２４日 防災訓練（児童居室火災想定） 
１１月２７日 Ｓさん児相面談 
１１月２８日 Ｙくん児相面談、Ｈくん入居 

１２月 １日 💛Ｓさん誕生日💛 
１２月１２日 💛Ｙくん誕生日💛 
１２月１７日 スタッフ会議 
１２月２１日 Ａくん一時保護委託 
１２月２５日 Ｒさん退院 
        クリスマス・ディナー 
 １月 ７日 Ａくん一時保護委託解除 
 １月 ８日 町内会役員選考委員会 
 １月１４日 北関東･東北地区自立援助ﾎｰﾑ連絡協議会(大宮) 
 １月２１日 スタッフ会議 
 １月２５日 防災訓練（食堂火災想定） 
 ２月１３日 自立支援セミナー 
 ２月１７日 スタッフ会議 

 

 男子 女子 合計 

９月 １人 ２人 ３人 

１０月 １人 ３人 ４人 

１１月 １人 ３人 ４人 

１２月 ２人 ３人 ５人 

１月 ２人(+1) ３人 ５人(+1) 

２月 ２人 ３人 ５人 

※(+1) は一時保護委託児童 


